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１

・妊娠時，出産時に計10万円の「経済的支援」
おなかの赤ちゃん・
うまれた赤ちゃん給付金

1億円

・園児・児童の送迎バスの事故発生防止のため安全装置設置

送迎用バス安全装置導入費 960万円

スクールバス維持管理費 80万円

・産学官連携を通じた新たな子育て支援の共同研究

公民連携推進費 450万円

・小松運動公園内の遊具更新

公園施設リニューアル費 4,000万円

・人事院勧告に準拠した公定価格の増

私立こども園等運営費 1億6,000万円

パワーポイント 新規 拡充拡新Ｐ

12月補正予算 主な施策等予算
補正予算額 累 計

一般会計 9億 216万円 532億6,129万円

全会計 10億6,879万円 1,106億1,044万円

Ｐ

子どもたちの輝く
未来創造都市こまつ

新Ｐ

新Ｐ

Ｐ

・治水対策のため導水路整備，ポンプ増設 （石橋川，九龍橋川）

浸水対策費（下水道） 1億4,800万円

〃 （債務負担行為） 4億8,000万円

・2023年春 全線供用開始予定

幸八幡線整備費 9,000万円

・道路改修等の工事発注の平準化

市単道路整備費（債務負担行為） 1億円

新Ｐ

誰もが暮らし続けられる
生涯安心のこまつ

Ｐ

２

拡



パワーポイント 新規 拡充拡新Ｐ

12月補正予算 主な施策等予算
補正予算額 累 計

一般会計 9億 216万円 532億6,129万円

全会計 10億6,879万円 1,106億1,044万円

・（歳入）決算見込に基づく増収

個人市民税 歳入 2億2,000万円

その他４

・新幹線小松駅開業1年前カウントダウンイベントの開催

新幹線小松駅開業カウントダウン費 500万円

・R5年観光交流センターオープンに向けて

小松市観光交流センター運営準備費 200万円

・十三代目市川團十郎襲名披露公演の実施

歌舞伎のまちこまつ推進費 1,100万円

・企業立地・サテライトオフィス設置助成金

企業誘致推進費 3,700万円

サテライトオフィス立地促進費 2,000万円

北陸新幹線開業で
世界に時めく日本海側の
拠点都市へ

Ｐ

Ｐ

３

Ｐ
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十三代目 市川團十郎白猿
襲名披露公演について

予算額：1,100万円予算

３月４日の襲名巡業に合わせ「石川県こまつ芸術劇場うらら」は

「石川県小松市 團十郎芸術劇場うらら」へ！

３月４日（土）

13：00～

３月５日（日）

12：00～ ／ 16：30～

襲名巡業は小松市から

全国15都市へ

令和５年

市民の皆さんとともに

團十郎丈の襲名のお祝いを！
３月４日㊏ 團十郎襲名披露御練り を企画中

小松公演



予 算 小松市観光交流センターオープンに向けて 予算額：７００万円

「 K O M A T S U 九（ N I N E）」

小 松 市 観 光 交 流 セ ン タ ー 2 0 2 3 . 9 グランドオープン

・ オープンに向けて、運営マネージャー募集、ＨＰ制作
など運営準備費を計上（予算額200万円）

・指定管理者指定における議案を今議会に上程

・新幹線開業プロモーションを加速させるため、市長を
リーダーとした新幹線プロモーションチームを結成

市 政

・ ３月下旬に「開業カウントダウンイベント 」を開催し、
新幹線開業ＰＲと機運醸成を図る（予算額５００万円）



幸八幡線整備費 予算額：9,000万円予算

・国道8号八幡ＩＣや加賀産業開発
道路と接続

・国道305号や中心市街地を結ぶ
重要幹線道路

・小松市民病院へ直結

（Ｒ４年度末完成予定）

・市街地の混雑解消はもとより、

観光や産業振興

・国道８号の４車線化の完成で

さらなる効果大

工事区間全景（若杉町～八幡ＩＣ）

工事区間より八幡ＩＣを望む 工事区間より市街地を望む

効 果内 容

工事区間全景（Ｒ４年度施工エリア）



内水対策（石橋川，九龍橋川） 予算額：1億4,800万円
R5,6債務負担：4億8,000万円

予算

石橋川排水区：遊水地導水路工事
補正予算額：2,800万円 予算額：1億2,000万円

R5,6債務負担：4億8,000万円

九龍橋川排水区：雨水ポンプ増設工事

■ 石橋川の水位が上昇すると洪水が越流堤を越えて遊水地
に流入
洪水を一時的に貯めることで、下流に流れる流量や街中の
冠水被害等を軽減

８月４日の豪雨により、市街地において内水浸水被害が広範囲で発生
▶再度災害防止のため、排水路改修・雨水貯留施設整備・ポンプ増強が必要

■ 排水機場4号ポンプを増設
排水能力アップ
V=7.53㎥/s → 11.56㎥/s

約1.5倍

※九龍橋川排
水機場 ポンプ
増強箇所

沖町周辺冠水状況

石橋川遊水地予定箇所状況

石橋川遊水地計画図

◎

向本折第２排水機場

石橋川排水機場

導水路

石橋川

小松南末広
土地区画整理事業

◎

遊水地



松東地区乗合タクシーの運行開始について市政

路線バス大杉線・尾小屋線の運行区間を短縮
➡代替交通として定時・定路・予約型乗合タクシーを運行

＜11月30日まで＞

乗換ポイントを乗合タクシーで繋ぐ
(江指・ほのぼの松東）

〇利便性の向上➡便数の増加

〇大杉線・尾小屋線の同一時間帯内の重複ダイヤを分散
➡１時間置きの下りダイヤ編成を実現

〇家の近くまで停留所を設置

待ち時間を有意義に過ごせる乗換ポイントの設定
（せせらぎの郷・ほのぼの松東）

バスで進入できなかった箇所にも乗合タクシーで運行

＜1２月１日から＞

乗換ポイント



4ヵ月児健康相談

赤ちゃん訪問（概ね２ケ月の健康・育児相談）

ファミリー・サポート・センター事業（ 協力会員が産前・産後サポートを行います）

相談支援（面談・アンケートの実施）

保
健
・
子
育
て
相
談

手

当

赤ちゃん紙おむつ定期便（生後３ケ月から１歳までの子育て家庭の見守り支援）

核家族化が進み、地域のつながりも希薄となる中で、孤立感や不安感を抱く妊婦・子育て家庭
が安心して出産・子育てができる環境を整備するため、妊娠期から出産・子育てまで一貫して身
近で相談に応じ、必要な支援につなぐ伴走型の相談支援と経済的支援を一体として実施するもの。

【給付金等】子ども１人当たり10万円（妊娠:５万円 、出産:５万円)
①令和４年４月以降に出産された方 10万円×840人＝8,400万円
②令和５年１月以降に妊娠された方 5万円×210人＝1,050万円
③事務費 550万円 ①②③計１億円

【支給開始】 令和５年１月以降を予定

【申請方法】 対象者にご案内：申請により給付 (国2/3,県1/6,市1/6)

概 要

おなかの赤ちゃん給付金(各５万円)

うまれた赤ちゃん給付金(５万円)

予算 予算額：１億円出産・子育てへの応援

小松市
計15万円

伴走型支援

養育支援訪問事業（養育支援が特に必要な家庭には、保育士等が相談に応じます）

出生期妊娠期

国

国市継続

両親学級

（おなかの赤ちゃん給付金・うまれた赤ちゃん給付金）

妊婦健康相談

（※多胎児の場合は子ども1人当たり５万円給付！）



送迎用バス安全装置導入費予 算 予算額計：1,040万円

「こどものバス送迎・安全徹底プラン～バス送迎に当たっての安全管理の
徹底に関する緊急対策～」に基づき、子供の安全を守るための万全の対策
を講じるため、こども園・小学校等の送迎用バスの、車内の子供の所在の
見落としを防止する装置の導入を支援するもの。 ～国の制度～

送迎用バスへの安全装置導入の支援

①私立・公立認定こども園等が所有する送迎バス48台
（※幼稚園型認定こども園・幼稚園：県へ申請）

②教育委員会が所有するスクールバス４台

設置にかかる費用は１台当たり20万円程度の見込み

安全安心

①こども園等（私立:920万円補助 公立:40万円 国100%）

②スクールバス ( 80万円 国庫補助は半額程度）

（※装備が義務化されるブザーなど、国の仕様に関するガイドラインに準拠するもの。）

※スクールバス2台は、ジェイ・バス株式会社の

御協力により、無償で国に先行して安全装置設置



新たな子育て支援モデルの構築に向けて予算

産学官連携 × 先進技術

エフバイタル株式会社
世界に先駆けた 子どもを対象とした
バイタルセンシング技術を開発する会社

予算額：450万円

【小松市のメリット】
子育て支援に先進技術を先行活用
子どもとの関わりにおける専門家からの助言
子どもの個性を表現したレポートの取得 など

公民等連携推進費

による新しい子育て支援モデルの構築

小松市 こども園等で
実証実験フィールドを提供

東京大学などの研究機関
医療・教育・ＡＩなどの領域の
研究者の知見を提供

産学官連携による共同研究を通じて
安心して子育てできるまちを目指す

新たな子どもの
発達支援モデル
構築に向けた
共同研究に関す
る協定

動画データの解析により
内部状態を可視化

機嫌が良い・悪い
理由が分からない

研究開発スキーム

対応の提案、実施

×

協定締結予定

エフバイタル

産

学 官

目線

表情

心拍

体温

姿勢

など

医療、教育、AIの技術を駆使し、ことばや表現が
未発達な子どもたちの内部状態を可視化、
育児や保育を手助けするツールの開発を目指す



公園施設リニューアル費 予算額：4,000万円予算

子どもたち選定のゴムチップ舗装デザイン採用

１４デザインから ５つを決定 （２こども園、４幼稚園 170名）

Ｒ５年夏グランドオープン（予定）

・くねくねスライダー ・ふわふわドーム

第１期整備

・大型複合遊具

・対面式４連ブランコ

・すくすくランド（乳幼児遊具）
一部供用開始

第２期整備を前倒し（国補正）

小松運動公園ちびっこ広場遊具整備 ～ みんなと一緒に遊べる広場 ～

1ｍ×1ｍ

１位 5位4位3位2位

11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

Ｒ４ Ｒ５

●第１期整備完了

一部供用開始

第２期整備工事

全体供用開始



ひととものづくり科学館

より良い教育施設への転換（ ）条例

▶ パスポート取扱い変更

観覧制限なし
３Dスタジオの番組を好きなだけ観られる！

令和５年４月から 「ワンダーランド（ものづくり・科学体験展示ホール）」を無料化 し
観覧料の一部を改定する
北陸新幹線延伸を控え 「いつ来ても・何度でも楽しめる」施設への転換をめざす

ワンダーランド（ラボ含む）エリア

▶ R5.4～入場無料化

▶ 体験教室 /主にラボで開催

参加料は新形態でシンプルに
子どもに付き添う家族の負担軽減！

ひととものづくり科学館条例
の一部を改正する条例

▶ ３Dスタジオ
R5.3 新型投影機を導入



公共施設の利用促進･有効活用に向けて条例

タウンオアシス条例の廃止西俣自然教室の料金改正

こまつミュージアム・パスの改正 埋文センター展示観覧料の無料化

博物館や美術館など文化施設等の共通入館券の
使用期間を改正します (R5.4～)

年 間券

1,500円

《改正前》使用開始から年度内まで
⇒《改正後》使用開始から１年間

（年度をまたぎ１年間使用可能に）

1週間券は

10日券へ
500円

《改正前》使用開始から１週間
⇒《改正後》使用開始から10日間

（２週にわたる土・日曜日の使用も可能）

博物館や美術館の利用促進を図ります

埋蔵文化財保護制度の理解促進と小松の歴

史魅力発信のため、展示観覧料を無料化し、
より活用しやすい施設をめざします。

埋蔵文化財センター展示室

《現行》
大学生以上 一般 １００円
団体（20名以上） 80円

無 料
《埋文センター》無料化によりパス利用施設から外れます

市内 無料 ⇒ 改定無し

市外 一回250円 ⇒ 一回300円

市内 一回480円 ⇒ 一泊600円

市外 一回680円 ⇒ 一泊800円

1．料金体系の明瞭化
2．宿泊利用者負担の公平性確保
3．近隣類似施設使用料との均衡
4．施設収入増に伴う設備・サービスの向上

持続的で健全な施設運営と利用者負担の均衡
を図るため、施設使用料及び料金体系について
一部改正します。

宿泊を伴わない場合 宿泊を伴う場合

✔ 利用者減少・施設老朽化

✔ 曳山交流館みよっさ（H25開館）が

市民の地域交流活動の場を提供 等

✔ 廃止条例施行日 令和５年４月１日

今後、民間活用も含めて検討します

■ 令和５年３月末 施設閉鎖

理由


